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課題と背景



これまでのマツワカの活動

1. 企業コンサルティング

2. 「マツワカ！ポスターコンペ2020」の実施

3. 地元で活躍する先輩へのインタビュー

4. 若者に人気のある店舗や話題のスポットの
取材，記事作成（TAGLLYまつやま）

5. SNS（Twitter，Instagram）での情報発信

6. 地元ラジオに出演
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- 認知度向上が期待値通りにいっていない

- 地元の若者にあまり知られていない

- コンテンツの大半がWebサイト上にある

- Webサイトが検索にかかりにくい

マツワカの課題点
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提案内容



1. 他媒体の活用



- Webサイトに全コンテンツを集約す

るのではなく、コンテンツに応じた

既存プラットフォームを活用

- HPには活動趣旨等を掲載
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マツワカHPを各種SNSのハブに



各種 SNS 活用のイメージ

　コンテンツの棲み分けを行う

- インタビューなどの動画コンテンツ化

▶  Youtube

- インタビューなどの文字起こし

▶  note.com

10https://note.theguild.jp/n/n93dc7e7c12d8



- 各プラットフォームからの集客が

HP単体よりも見込める

- 参加した学生がSNS運用ノウハウ

を学習できる

SNSを主軸とするメリット
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2. イベントの開催



イベントの概要

- 主に当該年度の活動報告を行う

- 来年度マツワカ参加メンバーを主な対象（ミートアップ）

- SNSフォロワー参加型イベントを学生が企画

- フォローを条件に抽選プレゼント企画を実施

- よかったこと・課題点・来年度取り組みたいことをまとめる
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イベント開催のメリット

- イベントをすること自体による広

告効果

- フォロワー参加型イベントにする

ことによるフォロワーの増加
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3. 飲食店とのコラボ



飲食店とコラボする

- 昨年までの"企業コンサルティング"とは違った形で

- コラボ例

- マツワカのInstagram投稿をみましたというと値引きサービ

スが利用できる

- 若者が大好きな、甘味やラーメン店などが望ましい
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- 松山市の飲食店，注目スポット

などを"ワカモノ目線"で紹介し

ている．

▶ 若者の目線に立ったアピール

ができる

"Tagllyまつやま"
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結論



まとめ

1. SNSを主軸とした形態への変更

2. 活動報告を兼ねたミートアップイベントの開催

3. 若者に人気な飲食店とのコラボ
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最後に…
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● 実際に活動するのは地元のマツワカメンバー

→ メンバーの意見を尊重


